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Ⅰ 教育に関する事務の点検・評価について 

 

  伊方町教育委員会は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づき、

その権限に属する事務の管理及び執行の状況を自ら点検評価を行い、その結

果を報告書にまとめ、議会に提出するとともに、町民の皆さんに公表してお

ります。 

この点検・評価は、効果的な教育行政の推進に資するとともに、町民のみな

さんに対する説明責任を果たすことを目的としています。 

また、伊方町教育委員会は、毎年「伊方町教育行政の重点施策」を策定して

います。 

点検・評価に当たっては、令和元年度伊方町教育行政の重点施策の、特に重

点的な取組等を対象としました。 

なお、この点検・評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者

の知見を活用し、事業の項目ごとに４段階の評点を明示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定に

より教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第４項

の規定により事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び

執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、

これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識

経験を有する者の知見の活用を図るものとする。 
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Ⅱ 令和元年度 伊方町教育委員会教育重点施策 

 

１ 伊方町の将来像（伊方町総合計画より抜粋） 

 

（１）本町のめざす将来像 

 

 輝く人々・豊かな自然 「 よろこびの風薫るまち 伊方 」 

～みんなが選ぶ佐田岬、しあわせ感じる佐田岬～ 

 

（２）まちづくりの基本目標・・・教育・スポーツ・文化面 

～「ふるさと愛いっぱい」の人材（人財）が育つまちづくり～ 

 

   「人づくりがまちづくりの基本」であり、「教育の原点は家庭にある」と

いう原則のもと、家庭教育を重視し、家庭・地域と一緒に次代を担う人材

（人財）の育成を図ります。 

学校教育は、家庭・地域との連携をさらに強め、地域資源を十分に活用し

ながら、幼児期・児童期・思春期（保育所、将来の認定こども園、小・中学

校、高校）を通じて「知・徳・体」のバランスのとれた教育、郷土をより深

く愛する心を育成する教育に取り組みます。また、グローバル化・情報化が

急激に進展する社会を生き抜く力として、ＩＣＴ等を活用して課題を解決す

る能力を有する人材（人財）の育成に努めます。 

生涯学習・スポーツ分野は、自治公民館を基盤に各世代の要望に基づく学

習活動の活性化と心身の健康増進につながる生涯スポーツの普及を図り、町

民の主体性を発揮する機会の拡大に取り組みます。 

文化振興と文化財保全の分野は、佐田岬半島の伝統文化を継承し、新しい

文化の創造につながる環境づくりを推進します。 

また、町民の学習・スポーツ・文化活動の成果が地域活動やボランティア

に発展し、さらに地域課題の解決や次代の人材（人財）育成につながる（循

環する）よう、本町独自の生涯学習社会を構築します。 
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２ 伊方町の教育行政 

 

（１）教育目標・・・ふるさと愛いっぱいの人材（人財）が育つまちづくり 

 

この目標は、教育行政と町民との協働作業により、郷土伊方の自然や 

歴史と文化の継承者であるすべての子どもたちが、生きる力や確かな学

力を育み、自らの居場所と夢を持ちながら元気に世界にはばたけること

を、また、すべての町民が健康で主体的に学習し、人生に誇りと希望を

もって心豊かに生きることを願って定めたものです。 

  

（２）基本方針 

 

     佐田岬半島の伝統に立脚しながら、『「ふるさと愛いっぱい」の人材

（人財）が育つまちづくり』の実現を目指し、次の事項を基本方針とし

て定め、学校・家庭・地域社会の連携協力のもと、本町教育の充実に努

めます。 

 

１ 社会総ががりで取り組む教育 

家庭や地域の教育力の向上を図るとともに、学校、家庭、地域が連携・

協働して、次代を担う子どもたちの健やかな成長を支援します。 

 

２ 特色ある学校づくり 

  学校の創意工夫を生かした特色ある学校づくりとともに、外部に開 

かれた信頼される学校づくりを推進します。 

 

３ 安全安心な教育環境・豊かな心、健やかな体を育てる教育 

防災教育の推進や地域ぐるみの学校安全対策の充実に取り組むとと

もに、子どもたちの豊かな人間性や健康・体力など、社会で生きる力を

育みます。 

 

４ 教職員の資質能力・確かな学力を育てる教育 

教職員の専門的知識・能力と法定研修の実施による社会人としての資

質の向上を図るとともに、子どもたち個々に応じたきめ細やかな指導や

グローバルな視野を養う教育や実践的な英語力の向上並びに教育の情

報化の推進に努めます。 

  

５ 人権尊重の教育・特別支援教育 

互いの人権が尊重される社会づくりを目指し、あらゆる差別、偏    

見を解消するための人権・同和教育を推進するとともに、障がいのあ    

る子ども一人ひとりの教育的ニーズに応じた特別支援教育への取り    

組みを進めます。 
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６ 生涯学習社会づくり 

伊方町生涯学習推進計画に基づき、学習をとおして町民一人ひとり    

が自分自身を高めながら、人々との交流を促進し、学んだ成果を地    

域社会に生かしていくことにより、学び、伝え、共に創る生涯学習社会

の形成を目指します｡ 

 

７ 地域文化の継承 

優れた文化に接する機会の提供と、文化活動の支援や文化の振興・交

流促進を図るほか、文化財の保存・活用に努め、個性豊かな地域文化を

創造します。 

 

８ 情報社会への対応 

タブレットＰＣ等の情報機器やネットワークを活用した多様な教育

を行い、高度情報通信社会に対応できる人づくりを推進します。 

 

９ スポーツ振興による活力ある地域社会づくり 

生涯スポーツ振興により前向きで活力ある地域社会をつくり町の活

性化を図ります。 
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＊＊＊ 学 校 教 育 ＊＊＊ 

 

１ 重点施策 

 

 （１）学校の自主性・自立性を生かした、特色ある学校づくり 

    ・学校の創意工夫を生かした特色ある学校づくりを進めるとともに、

外部に開かれた信頼される学校づくりに努める。 

 

  （２）生きる力の育成と確かな学力の定着 

       ・自ら学び自ら考える力を育成するため、児童生徒一人ひとりに応じ

たきめ細やかな指導を行うとともに、家庭との連携による学習・生活

習慣の確立を図り、生きる力の育成と確かな学力の定着を図る。 

       ・研究指定校での実践研究を進めるとともに、学習状況調査を実施す

るなど、学習指導の一層の改善・充実を図り、基礎・基本の定着と確

かな学力の向上を目指す。 

    ・中学校において、教育活動指導員（Ｔ．Ｔ）を配置し、一人ひとり

の到達度の差に応じた、分かる授業への支援活動を行う。 

 

  （３）教職員の資質・能力の向上 

       ・各種研修の改善や勤務経験の多様化などを通じて、教員一人ひとり

の専門的知識・能力と健全な社会人としての資質向上に努める。 

    ・多様な研修の確保に努めるとともに、教員の自己研修を奨励し、学

習指導力の向上に努める。   

    ・教育公務員としての服務と責任を自覚して、実践的指導力の向上に

努める。 

 

  （４）生徒指導の徹底と健全育成 

ア 健全育成の充実 

      ・「早寝・早起き・朝ごはん」運動を推進するなど、基本的な生活習慣

の定着に取り組む。 

    ・児童生徒の健全育成のため、本人の立場に立った相談活動に力を入

れるとともに、家庭や地域、関係機関との連携を強めた生徒指導に努

める。 

       ・人間尊重の学校づくり・・・全教育活動における指導の充実を図る 

人権・同和教育を推進する。 

    ・子どもたちの豊かな感性や創造力などを育んでいくため、読書環境

の充実に努める。 

イ いじめなど問題行動への積極的な対応 

       ・児童（生徒）健全育成委員会などと連携し指導者の育成に努める。 

      ・問題行動への毅然とした対応・・・関係機関、教委との連携と迅速 

な対応・処置に努める。 
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・不登校児への対応・・・愛情と受容、自立への支援、柔軟な対応と 

ハートなんでも相談員などと積極的に連携 

し、指導相談体制の充実に努める。 

 

（５）特別支援教育の推進 

・児童生徒一人ひとりの障がいの実態を正しく把握し、それを個性と捉

えて指導内容、方法の充実に努める。 

・学習障がい、注意欠陥、多動性障がい、高機能自閉症等を含むすべて

の障がいのある子どもへの特別支援教育の体制を図る。 

 

（６）安全・安心な学校づくり 

・児童生徒の安全第一とした地域ぐるみの学校安全対策を充実するとと 

     もに、安心して教育できる環境づくりに努める。 

・学校教育施設、設備の整備充実に努める。 

     ・学校保健、生活習慣病対策、学校給食など「食に関する指導」の充実 

に努める。 

 

（７）情報教育の推進 

・情報機器を活用した学習指導やコンピューター操作等の習熟に努める。 

・情報の選択能力と活用能力の育成に努める。 

 

 （８）国際理解教育の推進 

      ・広い視野をもち、異文化を尊重し、共に生きていく資質や態度を育て 

る。 

    ・国際化の進展に対応し、外国語指導助手をとおした文化活動や文化交 

流を行うなど、相互理解と国際親善に努める。  
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＊＊＊ 社 会 教 育 ＊＊＊ 

 

１ 重点施策 

 

（１）学び、伝え、共に創る生涯学習社会の形成 

・生涯学習の啓発と促進 

    生涯学習に対する認識を深め、町民一人ひとりが自発的に学習に

取り組む意欲を高める。 

・生涯学習支援体制の充実 

    町民一人ひとりが、いつでもどこでも生涯学習に取り組み、充実

した人生が送れるよう支援体制を確立する。 

 ・高度情報通信社会に対応できる人づくり 

・図書館活動の充実 

読書離れの進む今日、想像力を伸ばし、思いやりの心を育む読書 

を勧めるとともに「本を読む楽しさ」を伝え、「本との出会い」の場

を提供する。 

 

（２）家庭、学校、地域が連携・協働した青少年の健全育成 

    ・家庭、地域における教育力の向上 

      子どもの成長段階ごとの生活課題を的確にとらえ、人と人のふれ

あいや自然体験をとおして、心豊かな子どもを育てる。 

    ・地域における青少年活動の推進 

地域における青少年の体験の場を確保するとともに、子どもが自

ら考え、主体的に判断し、行動できるよう支援する。 

 

（３）自治公民館活動の充実と住民意識の向上 

    ・自治公民館活動の充実 

      地域住民の連帯意識を育てる拠点としての自治公民館活動の充実

に努めながら、自治意識を高め、心豊かなふるさとづくりを推進す

る。 

    ・地域リーダーの育成と地域が取り組む自主活動の推進 

      住民が自主的に取り組む活動を支援し、地域リーダーの育成を図 

る。 

                                

（４）地域ぐるみの人権・同和教育の推進 

・人権意識の高揚と啓発活動の充実 

地域における様々な取り組みを人権の視点で捉え直し、地域住民

の参加・交流活動を推進するとともに、広報誌や視聴覚ライブラリ

ーなどを活用し、家庭・地域に人権文化を根付かせるための情報提

供等に努める。 

    ・様々な人権問題解決への意欲と実践力を培う教育 
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      参加型体験学習の手法を取り入れるなど研修の充実を図り、差別

の現実に学ぶことをとおして、同和問題をはじめとする様々な人権

問題の解決に向けた実践力を身につける。 

・地域間における交流活動の展開 

    地域課題を踏まえながら、子ども会・学級等を育成するとともに、

課題解決に向けた学習・交流活動の充実に努める。 

 

（５）地域に根ざした個性豊かな文化の振興 

    ・郷土の特性を生かした文化活動の推進 

      「やすらぎ・うるおい」が求められる中で、創造的な芸術・文化活

動を推進するとともに、地域の良さを生かした生活文化を創造する。 

・優れた作品や芸術に学ぶ機会づくり 

佐田岬半島の個性豊かな地域文化の創造と伝統文化の保存・継承と

ともに、本物の芸術に「見て・触れる」ことができる場の提供。 

    ・文化財の調査、研究、保存及び活用と地域博物館構想の推進 

文化財の調査・研究を推進し、保存や活用を図るとともに、町見

郷土館の効果的活用をめざしながら、文化財のさらなる活用のため

地域博物館構想を推進する。 

 

（６）町民総参加のスポーツと健康づくりの推進 

    ・町スポーツ推進計画の策定によるスポーツをとおした活力ある町づ

くりの推進 

町民自らがスポーツ・レクリエーション活動に取り組み、健康で

生き生きとした生活を創造するため、スポーツ推進計画を策定して、

事業を展開する。 

    ・指導体制の確立と施設の有効活用 

町民一人ひとりが年齢・性別・体力・好みなどに応じて、日常の

スポーツ活動を展開できるよう支援する。 

                                       

（７）国際交流と人・地域づくりの推進 

    ・国際交流の推進と人材育成事業の拡大 

      国際交流活動を推進し、異文化を学習する機会の提供を図る。 

      「ひとづくり」を展開するため、人材育成に努める。 

    ・地域づくりへの女性の参画促進 

      女性団体との連携を深め、自主的な学習活動を支援するとともに、

女性の地位向上を図り、より良い町づくりへの参画に繋げていく。 
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Ⅲ 教育行政執行の概要 

  学校教育においては、「「ふるさと愛いっぱい」の人材（人財）が育つまち

づくり」を基本目標に、基礎学力の確かな定着を図りながら個性や創造性を

尊重した教育を展開してまいりました。また、自ら学び考え判断する力、自

らを律しつつ他人を思いやる豊かな人間性など、個々の能力や適性に応じて

学ぶ意欲を高める、きめ細かな指導に努めました。そして、子ども達の「生

きる力」の育成を目指し、学校・家庭・地域がそれぞれの持つ教育的機能を

発揮しながら相互連携・協力し取り組みました。 

  また、子どもたちに必要な体験学習や、問題解決的学習、道徳教育や生徒

指導の充実に努めました。変化の激しい時代にあってもたくましく、次代を

担う子どもたちの育成と、生涯を通じて学び続ける意欲を育てるために創意

や特色ある開かれた学校づくりの充実に取り組みました。 

  本町独自の学校間交流事業では、町内の児童生徒の交流が図られ意義ある

集団活動ができました。 

  学校安全については、学校防災マニュアルの修正を図り、有効に機能する

校内体制を整備し、防災教育や訓練の実施を通じて危機管理意識の向上に努

めました。また、学校の防災力向上を図るため、全ての小中学校の教員が防

災士資格を取得いたしました。さらに、教育施設全般の諸点検の実施と整備

を行い、安全・安心な学校づくりに努めました。 

  いじめ問題等の解決については、引き続きスクールカウンセラーやハート

なんでも相談員、スクールソーシャルワーカーを配置し、迅速に対応できる

体制の充実と適切な教育指導により、いじめ等を許さない学校経営に努めま

した。 

  特別支援教育については、教育支援委員会の設置により、きめ細かな教育

を展開するとともに、障がい等を有し学校生活への適応が困難な児童生徒

が、豊かな学校生活が送れるよう支援員を配置しました。 

  学校給食については、衛生管理に万全を期し、栄養バランスのとれた給食

の提供に努めました。引き続き、地元食材の活用に努めて参ります。 

【主な施設整備及び事業等】 

 

○ 小学校遊具整備更新工事 

○ 伊方小学校元除染室改修工事 

○ 三机小学校玄関等補修工事 

○ 伊方中学校汚水配管修繕工事、図書室屋上防水修繕工事、 

手摺取付等工事 

  〇 情報教育等機器備品購入事業 

（全中学校タブレット整備、伊方中学校パソコン更新整備） 

  〇 小学校指導用デジタル教科書購入事業 

 

 

 



 １０ 

 

社会教育では、多様な住民ニーズの的確な把握に努め、時期に応じた学習機

会の拡充や、地域間交流を育む生涯スポーツの推進、豊かな心を培う芸術・文

化の向上を重点に進めてまいりました。また、学社融合にも力を入れ、生きが

いとゆとりをもてる地域社会づくりに努めました。 

文化の振興については、文化財の調査・保存に努め、文化財に対する町民の

関心と理解を深めるとともに、地域に伝わる伝統的な文化の保存・伝承にも努

めました。 

人権学習については、あらゆる人権問題や差別の解消を目指し、広報活動や

地区別懇談会、各種研修会への参加をとおして、人権意識の啓発を行い基本的

人権が尊重される「明るく心豊かなまちづくり」の推進に努めました。 

生涯スポーツの推進については、社会体育事業の充実を図り町民の健康保

持・増進のため、それぞれの体力に応じたスポーツ・レクリエーションに親し

む機会を提供するとともに、体育施設の適切な維持管理に努めました。また、

伊方スポーツセンターの運営を指定管理者制度に移行して１１年目となります

が、より一層、利用者の拡大に努めました。 

また、男子プロバスケットボール公式戦Ｂ２西地区に所属する愛媛オレンジ

バイキングのホームゲームが伊方スポーツセンターで開催され、競技の観戦だ

けでなく、スポーツへの関心を高めることに努めました。。 

図書館については、読書通帳機を設置し、借りた図書館資料を記録する読書

通帳を導入し、読書意欲の喚起に努めました。 

 

【主な施設整備及び事業等】 

  ○ 伊方町スポーツ推進計画策定業務委託 

  ○ 伊方スポーツセンター２階事務室空調設備及び発電設備修繕工事 

  ○ 串地区体育館屋根補修工事 

○ 第１１回バレーボール教室 

○ 佐田岬マラソン２０１９ 

○ 男子プロバスケットボール B．LEAGUE 2019 シーズン公式戦 

○ 文化公演事業 

○ 第２１回小学生国内派遣事業 

○ 第２３回中学生海外派遣事業 

○ 子ども将棋大会・将棋教室 

○ 人権フェスタ２０１９いかた 

○ 成人式 

○ 成人講座 

○ 生涯学習推進大会 

○ 各公民館・図書館・郷土館事業の実施 

 

※詳細については、評価・点検表をご覧ください。 



Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

大項目

（４）学校に関
する指導・支
援

学校訪問 A A

○町教育委員会の学校訪問については、６月から７月にかけて、教育委
員及び学校教育室職員が町内全小中学校（小学校５校・中学校３校）を
対象に実施した。
　主な内容は、校長から学校経営等についての説明を受け、それに対す
る意見交換を行い、帳簿確認、授業参観等実施した後、全教職員との
意見交換や指導を行った。昼食は児童生徒と学校給食を共にし、施設
の改善箇所についても現地確認により把握に努めた。
○町教育委員会の学校訪問に先立って、南予教育事務所の管理主事
及び教育長による町内全小中学校を訪問し、個別面談等を行った。

学識者の意見
〇児童生徒が充実した教育環境の中で学校生活が送れるよう、なお一
層の指導・支援に努めてください。

（３）教育委員
の研修

研修会への参加 B B

○教育委員の研修には、積極的に参加すると共に、各種大会、イベン
ト、講演会への出席等、幅広い分野の自己研鑽に努めた。
 
（主な研修等）
◇愛媛県市町教育委員会連合会研修（松山市）
◇南予管内市町等教育委員会連合会研修（松野町）
◇「えひめ教育の日」推進大会（新居浜市）
◇生涯学習推進大会　等

学識者の意見
〇研修だけでなく、各種事業への参加により見識を深めてください。

（２）教育委員
会と事務局の
連携

教育委員会と事務局の連携 A A

○委員として有益と思われる情報は、収集のうえ提供に努めた。

学識者の意見
〇引き続き、相互の連携が図れるよう努めてください。

A A

○学校教育室長、生涯学習室長、スポーツ推進室長、中央公民館
長、図書館長兼生涯学習センター所長も出席し、現場の状況や、
より詳細な活動報告を行う等、広く情報の共有や意思疎通に努め
た。
○町教育行政の課題等について、必要に応じて意見交換や資料提
供に努めた。

学識者の意見
〇課題や問題点について解決策を見つけて対応する等、充実した
会議となるよう更に努力してください。

１

教
育
委
員
会
の
活
動

（１）教育委員
会の会議

①開催状況、回数等 A A

○定例会については、毎月開催し報告や議事について審議がなさ
れた。
○臨時会については、教職員の人事等について審議するため３月
に開催した。
○議事録を作成し、翌月に確認を行った。

学識者の意見
〇計画どおり開催されています。引き続き、毎月の定例会及び必
要に応じた臨時会の開催をお願いします。

②運営の工夫

中　　項　　目 小　　項　　目
自己
評価

学識者
評価

内　　　　　容　　　　　等

Ⅳ  令和元年度　伊方町教育委員会に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価について

点検・評価について ４段階 良　好 概ね良好 やや悪い 改善が必要

11



大項目

（５）教育予算その他議会の議決を経るべき
議案の決定

A A

○予算その他議会の議決を経るべき議案については、事前に委員会で
審議した。

学識者の意見
〇事前審議を十分行った上で、決定できるよう努めてください。

（４）教育委員会の所管に属する各種委員
会の委員の任命又は委嘱に関すること

A A

○例規等に基づく任命又は委嘱を行った。
（主な委嘱）
◇学校医(６人)、学校歯科医（３人）、学校薬剤師（２人）
◇学校評議員
◇学校給食センター運営委員会委員
◇社会教育委員、文化財保護審議会委員
◇スポーツ推進委員、スポーツ推進員、スポーツ推進審議会委員
◇生涯学習センター運営委員会委員、図書館協議会委員
◇公民館運営審議会委員等

学識者の意見
〇適切な任命、委嘱がなされていると思います。継続的に実施し
てください。

（３）学校その他の教育機関の設置、廃止及
び変更に関すること

B B

○平成２３年９月策定の伊方町学校再編計画に基づき、平成３０
年度末に水ヶ浦小学校を閉校し、平成３１年４月１日から伊方小
学校に統合された。
○今後の再編等については、現状や将来の推移等的確な把握に努
め、検討することとしている。

学識者の意見
〇今後の再編等については、様々な方から意見集約を行い、将来
展望に努めてください。
〇統合のみならず小中一貫教育ができる環境、学校の在り方につ
いて検討してください。

学識者の意見
〇生きる力や確かな学力を育むことにより、ふるさと愛いっぱいの人材
が育つまちづくりに努めてください。

（２）教育委員会規則等の制定又は改廃に
関すること

A A

○国の法律改正等で改正が必要なものについては、通知文書等を
もとに処理している。
○元年度においては、いじめの防止に関する条例、いじめ問題対
策連絡協議会設置要綱、いじめ防止対策推進委員会設置要綱、会
計年度任用職員制度の導入に伴う関係規則の整備に関する規則、
英語検定料補助金交付要綱、社会教育功労者表彰規則、文化功労
者表彰規則のそれぞれの制定をはじめ、学校特別支援教育支援員
設置要綱、学校管理規則、学校対外運動競技実施要領、体育功労
者褒賞規則、伊方町スポーツ大会参加補助金交付要綱、伊方町体
育施設運営審議会要綱のそれぞれの一部改正を行った。

学識者の意見
〇改正等については内容を十分に把握するとともに、早期処理に
努めてください。

中　　項　　目
自己
評価

学識者
評価

内　　　　　容　　　　　等

２

教
育
委
員
会
が
管
理
執
行
す
る
事
務

（１）教育行政の基本方針に関すること B B

○毎年県の基本方針に準じたうえで、『ふるさと愛いっぱい」の人材(人
財)が育つまちづくり』の実現を目指した町の基本方針を定め、学校・家
庭・地域社会の連携協力のもと、本町教育の充実に努めた。
○関係機関等には、毎年発行している『教育要覧』を配布し、推進と啓
発に努めた。
○本報告書（最新版）を町のホームページに掲載して公表を行った。
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大項目

〇人権教育や道徳での指導や関係機関との連携を図り、地域ぐる
みで子ども達を支援する体制を構築してください。
○児童生徒の些細なことでも見逃さず、できるだけ早い対応をお
願いします。

○町の研究大会に向けての取り組みや教育会の部会活動等において、
研修を積み重ね、資質、能力、指導力の向上に努めるとともに、各種研
究大会や研修会に積極的な参加を促し、自己研鑽に努めた。
〇情報化教育を推進するためには、ＩＣＴ機器を活用した授業に努めるこ
とが不可欠であることから、教員研修の充実を図ると共にスキルアップ
に努めた。

学識者の意見
〇ICTを有効活用し児童生徒の学習意欲を高めるとともに、機器の
使用に際しては教職員の研修等を十分に行い資質向上に努めてく
ださい。
○電子機器だけに頼ることなく、児童生徒の心に寄り添う授業に
努めてください。

④生徒指導
の徹底と健
全育成

・家庭、地域、
関係機関との
連携

・不登校、いじ
め、非行

B B

○児童生徒の健全育成に取り組むためには、家庭・地域・学校・関係機
関のネットワークが重要であることから、専門的知識を兼ね備え、子ども
の置かれた環境に働きかけを支援するスクールソーシャルワーカーの
配置や、町補導会との情報交換等を通じ、連携の強化に努めた。
○不登校やいじめによる相談窓口として、中学校１校にスクールカウン
セラー、小学校４校にハートなんでも相談員を配置するとともに、家庭へ
の訪問を実施するなど、状況の改善を務め、非行等の未然防止の取り
組みとして、あいさつ・声かけ運動等を継続して取り組んだ。
○いじめの事案が６件あったが、生徒・保護者への聞き取り、指導、ケア
にあたるなど、教職員が継続して当該生徒の行動を把握し、再発防止に
努めいじめは解消された。
○学校警察連絡会議を活用し、児童生徒の生活に関する情報（主に犯
罪に結びつく事件・事象）を警察や学校担当者（生徒指導）との情報交
換や連携を深め、児童生徒の安全確保に努めた。

学識者の意見

○保護者には参観日等で授業の公開を行っている。また、年に数
回、公開授業を開催し他校の教諭等がそれに対する授業研究を行
い、授業改善に努めた。
○情報の発信状況は、情報教育協議会で協議・研修を重ね、全学
校がホームページの充実と更新回数を多くすることに主眼を置い
て取り組んだ結果、どの学校も格段にアクセス回数が向上した。
併せて、学校便りや学級通信などを発行した。
○総合的な学習の時間等で、老人会との三世代交流等を実施し、
しめ縄づくりやお祭りの伝承など、地域の教育力の活用に努め
た。
○各学校ごとに学校関係者評価委員を委嘱し、様々な視点から
行った学校の自己評価や生徒・保護者の意見集約等について分析
を行い、それに対する評価を受け、学校運営の向上に努めた。

学識者の意見
〇ホームページ、学校だより等により各学校の情報発信ができていると
思います。
○地域の教育力を有効活用するとともに、学校関係者の評価等をもとに
特色ある学校づくりを推進してください。

②生きる力の
育成と確かな
学力の定着

・学力の定着
向上状況

・道徳の時間
の実施状況

・教育活動指
導員の配置

B B

○学力向上推進委員会では、全国学力学習状況調査や県学力診断テ
スト、標準学力検査等の結果をもとに分析と授業改善を行い、基礎学力
の向上に努めた。
○授業や活動の振り返り等により、道徳教育を児童の生活に、より密接
に結びつけるとともに、思いやりの心を育むために人権教育の推進にも
努めた。
○数学教科においては、きめ細かな授業が実施できるよう教育活動指
導員を配置し、教師の補助的な立場での授業の参画や補充学習を行う
など学力の向上につなげた。
○平成２７年度に町内小学校６校にタブレット３６７台、電子黒板３２台を
整備するとともに、平成２９年度にはパソコン教室のパソコン７９台を更
新した。令和元年度に町内中学校３校にタブレット１７３台を整備したこと
により、全児童生徒にタブレットの配備が完了し、ＩＣＴ教育の推進に向け
た環境が充実した。

学識者の意見
○機器の整備は県下でトップレベルにある中で、ぬくもりのある
学校教育を行うことにより、生きる力の育成と確かな学力の定着
に努めてください。

３
　
管
理
執
行
を
教
育
長
に
委
任
す
る
事
項

　（１）
　学校教育に
　関すること

①特色ある
学校づくり

・教育活動の
公開状況

・情報の発信
状況

・地域の教育
力の活用状況

・学校関係者
（外部）評価の
実施状況

B A

③教職員の
資質・能力の
向上

・研究会の実
施状況

・実践的指導
力の向上

B B

中　　項　　目 小　　項　　目
自己
評価

学識者
評価

内　　　　　容　　　　　等
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大項目

⑦学校給食
の運営・管理

・食育の推進
状況

・学校給食の
運営状況

・衛生管理状
況

Ｂ A

(食　育)
・栄養教諭が中心となり、小児生活習慣病対策委員会等で食育の推進
に努めた。
・各学校では、親子料理講習を開催し食事の改善につながるような取り
組みを行った。
・定期的に『食育だより』などのチラシを作成し学校を通じて各家庭に配
布した。

(運　営)
・学校給食について年２回運営委員会を開催し、委員の意見や提案など
を参考に、給食の改善につなげた。
・安全な食材確保と地産地消を心がけるとともに、栄養バランスの取れ
た献立や調理方法の創意工夫に努めた。

(衛生管理)
・安全で安心な給食の提供に資するため、職員の健康管理や食材の検
収・点検及び調理場の衛生管理の徹底に努めた。
・夏期に行われている衛生管理研修会には、調理員全員が参加し、自
己研鑽に努めた。

学識者の意見
〇食育の推進をより深めるとともに、地産地消も積極的に取り入
れ安心でおいしい給食の提供に努めてください。

〇学校において支援員の役割は重要度が増しており、処遇面等の
改善や適正配置をお願いします。

⑥安心・安全
な学校づくり

・学校施設の
安全管理・見
守り活動の整
備状況

・学校施設、
設備の整備充
実

B A

○全学校、教職員住宅においては既に耐震化が行われている。
○学校施設については、安全面で問題が生じた場合は、これを最優先
に修繕を行った。
○各学校単位で保護者等が中心となり登下校時の見守り活動を実施し
て安全確保に協力を得た。また、２名のスクールガードリーダーを配置
し、定期的に町内各小・中学校を巡回して、学校安全に対しての改善指
導等の徹底に努めた。
○警察と町教育委員会が「児童生徒を守り育てるサポート制度」に関す
る協定による連携のもと、児童生徒の非行防止及び健全育成に努め
た。
○学校の施設整備に関しては、伊方中学校汚水配管修繕工事、図書室
屋上防水修繕工事、手摺取付等工事、伊方小学校元除染室改修工事、
三机小学校玄関等補修工事、小学校遊具整備更新工事等を実施した。

学識者の意見
〇学校施設の安全面を考慮し施設整備を行い、児童生徒が安心で安全
な学校生活が送れるよう努めてください。

３
　
管
理
執
行
を
教
育
長
に
委
任
す
る
事
項

　（１）
　学校教育に
　関すること

⑤特別支援
教育の推進

・家庭、関係
機関との連携
状況

・就学指導体
制

B A

○教育支援委員会等において、児童生徒についての情報交換や
個々に応じた望ましい教育の推進に努めた。
○各学校間での交流活動を実施するなど、体験学習にも注力し
た。
○特別支援学級については、小学校が3校（3学級）、中学校が2校
（3学級）を設置しており、特別支援学級の入級までには至らず学
校生活で支援の必要な児童生徒に対しては、町で特別支援教育支
援員を小学校4校に7名、中学校１校に1名を配置した。

学識者の意見

中　　項　　目 小　　項　　目
自己
評価

学識者
評価

内　　　　　容　　　　　等
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大項目

〇引き続き、健全な青少年の育成に繋がるような事業展開に努め
てください。

③自治公民
館活動の充
実と住民意
識の向上

・自治公民館
活動の充実

・地域リー
ダーの育成及
び地域で取り
組む自主活動
の推進

B B

〇自治公民館は、地区公民館と連携しながら施設を利用して、集
会の場」としての活用、「利用団体」の育成を図った。(自治公民
館活動助成事業…中央公民館所管24事業、町見公民館所管24事
業、瀬戸公民館所管6事業、三崎公民館所管27事業、合計 81事業)
〇地域の「年中行事の伝承」と文化・スポーツ活動の助長、住民
の「生活課題の改善」に努め、「学習の場」として人づくりの推
進を図った。
〇館長及び主事は、地域の社会的な活動を担当し、地域内の各種
団体、グループ間の連絡調整を図り、公民館活動の企画推進の中
核となっており、地域における諸行事や会合に積極的に参画し、
リーダーとしての役割を果たしていた。
〇自治公民館活動における町内共通課題として、青少年健全育成
のための活動・実践、人権学習の深化(学習から実践への展開)が
あげられた。

学識者の意見
〇自治公民館活動の活性化のため、より一層の支援をお願いする
とともに、公民館内での職員の連携強化と地域リーダーの育成に
努めてください。

○各種学習機会を提供し、学習内容に幅をもたせる等の様々な工
夫を行い、町民が学習意欲を自主的に高めるよう支援体制する必
要がある。また、学習を通じて身につけた知識や技術を地域へア
ウトプットする機会の充実に努めた。
○「生涯学習推進大会」、教育だより「ふれあいいかた」の発
行、「宇宙講演会（令和元年度から開催）」、公民館各種事業
（陶芸教室・趣味講座・男性料理教室・女性講座・子ども英語ス
クール・高齢者講座等）を実施し町民の学習意欲の喚起を図っ
た。
○多くの学習機会を提供し、学習内容に幅をもたせる等の様々な
工夫を行い、町民が学習意欲を自主的に高める支援に努め、学習
を通じて身につけた知識や技術を地域に還元・活用を通じて、町
民が活躍できる機会の拡充、組織づくり等に努めた。
　
○図書館資料の充実と館内・外サービスの徹底
　継続的な図書等の購入及び郷土資料の収集やリサイクル資料の
無償提供を行った。また、保健センターの乳児相談対象者(４・５
ケ月乳児)に絵本の配布を行うブックスタートや図書館より遠い小
学校５校へ児童書を三崎高校には中高生向きの図書等の定期配送
（１～２ケ月毎約６０冊）を行う団体貸出等サービスの向上に努
めた。昨年度より図書・雑誌の返却施設を増やし、予約資料も各
支所での受け渡しが可能になり、連絡方法としては電話やメール
で選択できるよう利便性の向上にも努め、地域おこし協力隊活動
の掲示にも協力している。
○読書意欲を喚起させるための活動施策の推進
　こどもの読書週間には、しおりや本のカバ－でバックを作った
り 図書館おすすめの図書の展示、秋の読書週間には「なんで読ん
でくれんが？　～ 貸出ゼロ回の本 ～」等 図書館おすすめの図書
の展示を行った。また、Ｈ29末に導入した“借りた図書館資料を
記録する読書通帳機”により町民の読書意欲の喚起にも努めた。
○地域に根ざした読書支援活動の推進
　ボランティアグループと連携して図書館で毎月２回紙芝居など
のおはなし会を継続開催するほか、小学校に出向いておはなし会
を実施した。また地域サロンの高齢者の方たちの来館時には、施
設見学と読み聞かせを実施。11/3には、伊方地域の文化祭に併せ
て、特別開館を行い工作教室を開催。11/30にはおはなしボラン
ティア養成講座を開催し“おはなし会の組み立て方やおすすめ絵
本の紹介”など、実践を交えた読み聞かせの指導を開催し多くの
グループの育成支援活動を継続して推進した。

学識者の意見
〇引き続き、教育施設のWi-Fi環境整備により町民サービスの推進
に努めてください。
〇地域での図書館の貸出等の充実に努めてください。

②家庭、学
校、地域が連
携・ 協働した
青少年の健
全育成

・家庭、地域
における教育
力の向上

・地域におけ
る青少年活動
の推進

B A

○各小学校区単位での青少年健全育成活動事業、小学生国内派遣事
業、地域学校協働活動（愛媛県 学校・家庭・地域連携推進事業）を実施
することができた。
〇公民館では、子ども球技大会、通学合宿、スキー教室等、地域と一体
となって実施できた。事業の円滑実施にウエイトを置きすぎないよう、子
どもが自ら考えて、行動できるよう支援した。
〇補導会会員と連携を図り、相互に協力しながら、児童生徒の心身の
健全育成に努めた。

学識者の意見

３
　
管
理
執
行
を
教
育
長
に
委
任
す
る
事
項

　（２）
　社会教育に
　関すること

①学び、伝
え、共に創る
生涯 学習社
会の形成

・生涯学習の
啓発と促進

・生涯学習支
援体制の充実

・高度情報通
信社会に対応
できる人づくり

・図書館活動
の充実

Ｂ Ｂ

中　　項　　目 小　　項　　目
自己
評価

学識者
評価

内　　　　　容　　　　　等
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大項目

〇文化公演事業は、様々な分野での事業メニューをおりまぜて町民参
加型の事業展開に努めてください。
〇地域博物館構想が制定され、今後、施設等の計画がなされるが遊休
施設等の再利用も含めて検討をしてください。

○今年度も「人権文化が根付く町づくり」の実現に向け、地区別人権・同
和教育懇談会を開催し、町内３４地区、６５０名が参加し同和問題をはじ
めとする様々な人権問題を正しく理解し、差別のない明るい社会を築く
ための教育・啓発活動に取り組んだ。依然として固定化やマンネリ化の
声もあり、参加型の学習形式を多く取り入れるなど内容の工夫が必要で
ある。また、同懇談会への理解が得られず未実施の地区への協力を引
き続き要請する。全体的には、まだ他人事として捉えている方が多く見ら
れ、参加者が問題解決に主体的に取り組むための学習内容の方法、共
感が得られる研修会の在り方が今後の課題である。
○人権フェスタ２０１９では、４１９名の参加のもと、恒例の中学生による
人権作文の発表により、日常生活で体の不自由なお年寄りとの接し方
について考えさせられたことを訴え、学習の発表では、それぞれの活動
で高齢者に笑顔で温かく接し、コミュニケーションを図る必要性や戦争に
ついて学び命の大切さを発表し、走り高跳びプロ選手／日本初の義足
のプロアスリートの鈴木徹先生により「２つのコンプレックスが私の武器
になった」と題して、障害者への接し方や自分が輝けるものを見つけるこ
との大切さなどを訴える講演は、実りある内容として多くの好評を得た。
○各種大会（南予・愛媛県・四国・全国）へ役員・教員等が参加し、同和
問題をはじめとするさまざまな人権問題について理解を深め、自らの意
識を見つめなおす機会となった。
○各戸への人権啓発資料の配布や広報「人権シリーズ」に研修内容等
を掲載し、町民への啓発を図った。
○今後も人権教育、対策協議会等の関係団体において、より一層の連
携・協力体制を図るとともに、拡がりのある交流活動の推進に努める。
◇人権作文
「優しさと助け合い」
◇人権学習の発表
「故郷は岬（ここ）」
「人権フィールドワーク」
「福祉学習で学んだこと」

学識者の意見
〇地区別懇談会においては、未実施地区が年々増えている中で、地区
への協力依頼や若年層の出席率向上に向けて積極的に努めてくださ
い。

⑤地域に根
ざした個性豊
かな文化の
振興

・郷土の特性
を生かした文
化活動の振興

・優れた作品
や芸術に学ぶ
機会づくり

・文化財の調
査、研究、保
存及び活用と
地域博物館構
想の推進

B B

○恒例の文化公演事業では、地元合唱団とコラボレーションし、伊方町
にお届け！（秋川雅史＆はなわコンサート）を開催し、３７０名の来場が
あった。この事業は、町民の生涯学習・社会教育の推進のため「芸術へ
の意欲・意識を喚起」し、文化公演を通して「アーティストや芸人とふれあ
う機会」を設け、文化活動の活性化を図ることを目的とし、また、本町の
高齢化対策の一環として、笑いからの健康づくりもねらいとしており、
年々町民へも浸透し、町外からの来場者も多かった。
○平成３０年度から伊方町子ども将棋大会・将棋教室を開催し、小学生
低学年から高学年の２６名が将棋大会へ、２４名が将棋教室へ参加し、
将棋を通じてプロの技術に触れるなど熱戦が繰り広げられ、文化活動の
活性化が図られた。
〇公民館では、町民のニーズに応じて各種講座、、学級・及び研修等を
開催し、その集大成の一つである文化祭（公民館まつり含む）が伊方・
町見・瀬戸・三崎地域で盛大に開催された。
〇博物館：伊方町地域博物館基本構想策定委員会における議論を経
て、6月21日付で「伊方町地域博物館基本構想」を制定し、これを町HP
などで公表した。
〇文化財：天然記念物「三崎のアコウ」の清掃活動や災害時の対応な
ど、引き続き管理に留意し、町指定天然記念物「大クス」（三崎・伝宗寺）
の枯枝除去については、町指定文化財保存顕彰補助金を活用し保存に
努めた。
〇歴史的背景をもった名取地区の有志団体「となりのなとり」と宮城県名
取市「二つの名取を結ぶ会」の交流促進については、町の歴史文化交
流補助金を活用して実施した。
〇町見郷土館では、6月7日に開館20周年を迎え、記念のセレモニーや
イベントを実施した。また伊方町地域調査研究等事業支援補助金を活
用し、工学院大学と合同で組頭家住宅調査、愛媛大学と合同で古文書
古典籍調査を実施した。

学識者の意見

３
　
管
理
執
行
を
教
育
長
に
委
任
す
る
事
項

　（２）
　社会教育に
　関すること

④地域ぐるみ
の人権・同和
教育の推進

・人権意識の
高揚と啓発活
動の充実

・様々な人権
問題解決への
意欲と実践力
を培う教育

・地域間にお
ける交流活動
の展開

B B

中　　項　　目 小　　項　　目
自己
評価

学識者
評価

内　　　　　容　　　　　等
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大項目

３
　
管
理
執
行
を
教
育
長
に
委
任
す
る
事
項

　（２）
　社会教育に
　関すること ○姉妹都市のアメリカレッドウイング市への中学生海外派遣事業によ

り、３年生を派遣し、ホームステイを中心に夏季体験学習を通じて、広く
世界にはばたく人材の育成を図り、語学研修・異文化の理解を深める体
験につながった。また、レッドウイング市学生受入れ事業により町内での
交流が図られた。
○国際交流員を町内保育所、小・中学校等に派遣し、国際交流に関す
る関心を高める活動を行った。また、研修事業として国際交流協会会員
を対象とした英会話教室を開催した。
○生涯学習推進大会では、国際交流員が来日後の体験等に関するミニ
講座を実施した。
○男女が、社会のあらゆる分野に対等の立場で参画し、共に責任を分
かち合う社会づくりを進めるための学習機会の提供として、「ライフアップ
講座・日本女性会議」への参加、また公民館事業では婦人学級、紅梅
学級、ママさん学級等を実施した。
○地域づくりへの女性の参画促進については、町女性団体連絡会の活
動を支援し、連携を深めた。

⑦国際交流
と人・地域づ
くりの推進

・国際交流の
推進と人材育
成事業の拡大

・地域づくりへ
の女性の参画
推進

B B

学識者の意見
〇姉妹都市の中学生海外派遣事業においては、貴重な国際交流体
験の場であり、引き続き人材育成に努めてください。
〇学習内容の創意工夫を図ることにより、より楽しむことがで
き、より参加しやすい環境づくりに努めてください。

⑥町民総参
加のスポーツ
と健康づくり

の推進

・町スポーツ推
進計画の策定
によるスポーツ
を通した活力あ
る町づくりの推
進

・指導体制の確
立と施設の有
効活用

B B

〇年中行事として定着している、「伊方町バレーボール教室」、「夏季体
育大会」、「愛媛スポレク祭伊方町大会」等を実施した。また、９回目と
なった「佐田岬マラソン２０１９」では８７７名のエントリーがあった。
〇スポーツ協会及びスポーツ推進委員・スポーツ推進員等の関係機関
との連携で各種スポーツ、レクリエーション事業を円滑に実施することが
できた。
〇前年に引き続き、町民にプロの迫力あるプレーを体感していただくた
め、男子プロバスケットボール公式戦（2日間）を招致し、１,０００人を超え
る観戦者を集めた。

学識者の意見

〇子どもから高齢者が交流できるような事業を取り入れ、町全体で生涯
を通じて楽しめるようなスポーツの普及と振興に努めてください。
〇引き続き、各種イベントに取り組み、町民がプロスポーツの体感やス
ポーツを通して健康で生きがいのある町づくりに努めてください。

中　　項　　目 小　　項　　目
自己
評価

学識者
評価

内　　　　　容　　　　　等
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１８ 

Ⅴ 総 評 

 

令和元年度伊方町の教育に関する事務の点検・評価を学識経験者の知見を活

用して行い、各項目ごとにおける改善策等の方向性を改めて確認することがで

きました。 

学校教育分野においては、「生きる力の育成と確かな学力の定着」を目指し

た取り組みが引き続き重点目標であることを確認するとともに、家庭・学校・

地域・関係機関との一層の連携強化、さらに急速に進展する社会の変化に対応

できる教職員の育成や教育力の向上を図る取り組みが重要となってきます。 

今年度県下で唯一、全ての小中学校の児童生徒にタブレットの配備が完了し、

ＩＣＴ教育の推進に向けた環境が充実されました。今後も、児童生徒の学力向

上を図るため、全国学力学習状況調査や県の学力診断テストなどの結果を分析

したうえで課題を見つけ、授業研究や家庭学習などの取り組みを強化していき

たいと思っております。また、児童生徒が安全で安心して学校生活を送ること

ができるよう、いじめ・不登校対策や学校施設の安全対策の充実に、より一層

努めていきたいと考えております。 

社会教育分野においては、各種学級・講座やイベント等を実施するにあたり、

常に町民のニーズを把握しマンネリ化にならないよう努めることが大切です。

町民が生涯にわたり生き生きと暮らすために、様々な活動の場の設定や情報の

発信等が求められております。 

さらに、町民の文化意識を向上させるために、学社及び地域と連携を図りな

がら、できるだけ幼少期から文化に親しむ機会を設定する取り組みが重要であ

ります。また、図書館事業をより充実させるため、広報活動をはじめ、様々な

角度から改善策を講じていきたいと考えております。伊方町が今後も住みよい

町として発展し続けるため、町民一人ひとりの課題として人権同和問題学習を

継続的に取り組み、思いやりの心を育んでいくことが、将来の町づくり・人づ

くりの基盤につながってくると確信しております。 

最後になりますが、教育委員会として事業の有効性や達成度を常に意識する

とともに、毎年度の反省を踏まえ、改善を図りながら長期的な視点に立った教

育行政を体系的に推し進めていきたいと考えております。 


